
さまざまな代替飼料素材

平成１２年６月発行のうしお第２８４号で，

「低コストの餌って，どんな餌」というタイ

トルで，当場で実施している低コスト型飼料

開発試験について記載しました。今回は，そ

れに関する話題として，魚類用の代替タンパ

ク質についてお話しします。

代替飼料素材は，本県で大量に産出する焼

酎粕や，畜産関係の鶏の羽から作られるフェ

ザーミールや血粉等，鰹節等の製造過程で生

じるカツオ加工残滓（鰹荒かす）の他，おか

らやトウモロコシから作られるコーングルテ

ンミールなどいくつかあります。

図に魚粉と代表的な代替飼料素材であるフ

ェザーミール，鰹荒かす，大豆かす，焼酎か

す，コーングルテンミールの乾物あたりの一

般成分値を参考までに示すと，素材によって

成分の違いが大きいことがわかります。

これらの，代替素材を添加した試験飼料を

用いて，実際に試験してみると，魚は選り好

みがあり，なかなか魚粉以外のものを好んで

食べてくれません。魚も思った以上にグルメ

で，試験の難しさを痛感しています。今のと

ころ単独では，せいぜい１割程度です。これ

らを，平成１４年度からは複合的に組み合わ

せ，なんとか，その添加割合をあげられない

か試行していく予定です。

しかし，どうしたら食べてくれるのか，消
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化吸収効率を向上させるにはどうしたらいい

のか，課題は山積しています。

現在でよく使用されるようになった代替タ

ンパク質の一つに大豆タンパク質があります。

これも過去，成長が劣っていたのですが，そ

の後の様々な研究から，その原因が酵素にあ

り，ＥＰ飼料にすることで，改善され，養魚

飼料への植物性タンパク質の効果が検証され，

実用化されるようになりました。そして，近

年では，魚粉含有量がすべてではないという

ことが定説となっています。

イワシでさえ，ビタミンＢ阻害酵素があり，

成長がよくない要因には，このような酵素の

存在や，タンパク質を多く含んでいても，そ

のアミノ酸組成が魚類と大きく異なり摂餌性

が劣ったり，代謝できなかったり様々な要因

があります。代替飼料素材の有効利用のため

には，製法や，ちょっとした発想の転換で有

効利用できる可能性を秘めています。

養殖漁業が始まって４０年以上の歳月がた

ちましたが，養殖漁業の飼料素材の主原料が

魚であって，飼料形態こそ，生餌からモイス

トペレット，そして最近では固形飼料と変遷

しつつありますが，依然として魚に魚を食べ

させるという構造は，なんら変わっていませ

ん。

低コストにするためには，価格の高い魚粉

や魚油の添加量を低く押さえることが必要で

すが，タンパク質の代替素材を添加された飼

料は良くない，というイメージが過去から定

着してしまっているようです。飼料を選択す

るときに魚粉の含有量が高いものほど良い飼

料と思いこんでいませんか？。

環境を守り，飼料コストを削減しながら，

安定した養殖漁業の経営のためには，「タン

パク質の代替素材を添加した飼料は良くな

い」に対する意識の構造改革が必要なのかも

しれませんね。 （化学部 山下）


